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Ａ．研究目的 

これまでの研究で、子どもの貧困が子どもの

健康、とくにメンタルヘルスに悪影響ももた

らしていることが明らかにされている。メン

タルヘルスのアウトカムの一つとして自殺の

リスク要因でもあるレジリエンスの低下が考

えられ、実際に申請者がこれまで行った足立

区における調査でも貧困世帯においてはレジ

リエンスの低下が認められた。しかしながら、

レジリエンスのバイオマーカーについては明

らかになっておらず、生物学的な根拠に基づ

く介入策を提示できていない。 

バイオマーカーの可能性がある指標には様々

あるが、近年、うつ病や統合失調症と脂質との

関連が指摘されており（例えば、Fang et al, 
Psychiatry Res, 2019; Wang et al, Compr 
Psychiatry, 2018）、自殺未遂との関連も指摘

されている（Ma et al, BMC Psychiatry, 2019; 

Baek et al, Prog Neuropsychopharmacol 
Biol Psychiatry. 2014 ）。したがって、脂質が

レジリエンスと関連している可能性がある。

しかし、これまでの研究で脂質とレジリエン

スとの関連を調べた研究はない。 

Ｂ．研究方法 

本研究は、足立区における子どもの健康・生活

実態調査を用いた。中学校２年生に 2016 年お

よび 2018 年に調査した自己肯定感およびレ

ジリエンスと、健康診断において採血によっ

て得られた脂質との関連を調べることで脂質

がレジリエンスのバイオマーカーとなりうる

かを検討した（N＝1056）。子どもの BMI、誕

生月、性別、野菜摂取、朝食欠食、運動頻度、

年収を調整するため多変量解析を用いた。 

（倫理面への配慮） 

東京医科歯科大学の倫理委員会の承認を得た。 

研究要旨： 自殺のリスク要因でもあるレジリエンスの低下が考えられるが、レジリエンスのバイオ

マーカーについては明らかになっておらず、生物学的な根拠に基づく介入策を提示できていない。本

研究は、レジリエンスと血中の脂質濃度との関連を調べることで脂質がレジリエンスのバイオマーカ

ーとなりうるかを検討した（N＝1056）。その結果、脂質、特に LDL 高い場合にレジリエンスが有意

に低いことがわかった。脂質がレジリエンスのマーカーとなることが示唆された。 
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Ｃ．研究結果 

LDL が１標準偏差上がることによって、レジ

リエンスが 1.30 ポイント (95%CI = −2.41, 
−0.19)有意に減少することがわかった。これ

は子どもの BMI、誕生月、性別、野菜摂取、

朝食欠食、運動頻度、年収を調整しても有意で

あった。HDL は調整前では１標準偏差上がる

ことによって、レジリエンスが 2.15 ポイント

(95%CI = 1.04, 3.25)有意に増加することがわ

かった。調整すると有意な関連がみられなか

った。総コレステロールは関連が見られなか

った。 

Ｄ．考察 

このことから、脂質、特に LDL がレジリエン

スと関連することがわかった。本研究は観察

研究であり、食習慣や運動習慣といった、脂質

と自己肯定感の両方に関連する交絡因子の影

響は十分に取り除かれているとは言えないた

め、解釈については十分な配慮が必要である。

ただし、脂質は神経組織の材料であり、中学 2
年生における大脳皮質の発達に影響すること

でレジリエンスにも独立した影響を与えてい

るかもしれない。本研究は、レジリエンスとい

う高次機能が脂質マーカーと関連することを

明らかにした点で意義が高い。また、中学生と

いう食事の介入も可能な世代において明らか

にしたことによって、薬物療法によらない食

事習慣の改善によって LDL を変え、それによ

ってレジリエンスを高めることができるかも

しれない。今回は LDL および総コレステロー

ルとレジリエンスの関連が見られたが、他の

脂質代謝物質の代理変数となっている可能性

もあり、レジリエンスに直結する脂質代謝物

質を明らかにするためにはさらに研究が必要

である。 

Ｅ．結論 

中学生において、脂質、特に LDL がレジリエ

ンスと関連することがわかった。今後の縦断

研究によって因果関係を明らかにする必要が

あるだろう。食事の介入については思春期か

らの健康づくりということで理解も得られや

すいことから、「食事による心の健康づくり」

としてヘルスプロモーションを実施すること

で子どもの自殺予防政策となりうる可能性が

ある。 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 
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